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再構成皮膚は様々な人種の皮膚色を作りだすことが
可能であり、色素異常症や創傷に対する有効な治療法
になると共に、皮膚色の異なるヒト皮膚モデルを提供
することが考えられた。また、何故メラノサイトが自
発的に基底層に定着するのかを解析することにより、
色素異常症の原因が解明される可能性も示唆された。
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　尋常性ざ瘡は、脂腺毛包における慢性炎症性皮膚疾
患である。病態について未だ不明な点が多いが、本疾
患は毛包の異常角化に伴う過角化、皮脂腺からの皮脂
分泌過多、毛包内での微生物の増殖と、それに伴う炎
症と免疫反応によって生じると考えられている。毛包
内微生物に関しては、Proρionibαcterium　acnes（以下P．
acnes）、　Staphylococcus　eρidermidis（以下S．　epider一
磁醐、Malasseziaなどの関与が指摘されている。従
来はP．acnesが最も本疾患の発症に関与していると
考えられてきたが、日常診療では抗生剤が効果を示さ
ない症例も散見される。一方、皮膚常在真菌である好
脂性酵母Malasseziaは、綴風、マラセチア毛包炎、脂
漏性皮膚炎、アトピー性皮膚炎などの原因菌や増悪因
子として知られ、病変部からM．globosa、　M．　restricta
などが高頻度に検出される。今回われわれは、尋常性
ざ瘡と微生物、特にMalasseziaの関与について検討し
た。顔面に膿庖を有する成人のざ瘡患者33名から膿
庖を採取した。膿庖から菌由来DNAを抽出し、　PCR
にてP．acnes、　S．　eρidermidtsの有無、　Mα1αssezia・9菌
種の菌相解析、real　time　PCRによるM．　globosa、　M．
restrictaの菌定量を同時に実施した。その結果、　P．
αcnes、　S．　epidermidts、　Malasseziaはそれぞれ、症例の
39．4％、96．9％、69．7％から検出され、各症例においてP．
acnesとMalasseziaは共存しない傾向が認められた。
定量においては、M．　globosαが有意に多く検出され
た。以上の結果より、尋常性ざ瘡の病態にMalassezia
が予想以上に強く関与していることが示唆された。
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【目的】　ピアルロン酸は変形性膝関節症や関節リウ
マチに対して、関節内注入剤として広く用いられてお
り、軟骨の保護や晶出軽減に有用であることが知られ
ている。また近年、ピアルロン酸の骨形成促進作用に
関する報告が散見される。一方、低出力超音波
（LIPUS）が創傷治癒の促進や、骨折に対して有効であ
るのは周知の通りであり、すでに臨床応用されて日常
広く使用されている。また、線維芽細胞増殖因子
（FGF－2）は骨折治癒促進作用が報告され、現在P2試
験の段階である。本研究の目的は、ラット骨髄由来二
葉系幹細胞に対し、LIPUSの照射、もしくはFGF－2を
作用させ、ピアルロン酸産生に及ぼす影響を検討する
ことである。
【方法】　ラット骨髄由来間葉系幹細胞はラットSLC
SD雄5週齢の大腿骨及び脛骨の骨髄細胞より採取
し、DO　DMEM十10％FBSで1×104　cells／well（24well）
にて培養。全ての群にDexamethasone（Dex）10一7　M
を添加、非刺激群を（C）群、FGF－2添加群を（F）群
（添加濃度を1，10，50ng／mしとし、それぞれ（F－1）、
（F－10）、（F－50）群）とした。LIPUS照射群を（L）群、
FGF－2添加十LIPUS照射群を（FL）群とし、　FGF－2
の濃度別にそれぞれ（FL－1）、（FL－10）、（FL－50）群とし
た。4日目にピアルロン酸産生量の定量を行い、各群間
の比較検討を行った。
【結果】産生ピアルロン酸量（treatment／control）は
F－1群では1．26倍、F－10群では1．41倍、　F－50群では
1．71倍、L群では1．42倍、　FL－1群では1，55倍、　FL－10
群では1．89倍、FL－50群では2．Ol倍と増加を示した。
LIPUSによりピアルロン酸が増加し、　FGF－2用量依
存的にその産出量は増加する傾向にあった。
【考察】LIPUS照射、　FGF－2の刺激により、ピアルロ
ン酸の産生が刺激され、骨形成刺激へのピアルロン酸
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